
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ｎ本のゲート線と、ｍ本のデータ線を有し、前記ゲート線と前記データ線の交点に対応し
てマトリクス状に配置された画素セルからなる液晶表示素子を備え、

第ａ番目（ａは１≦ａ≦ｎなる整
数）に走査されるゲート線への選択信号を時間ｔａ に印加し、第ｂ番目（ｂはｂ≠ａであ
って、１≦ｂ≦ｎなる整数）のゲート線への選択信号を時間ｔｂ に印加し、そして、第ａ
番目のゲート線に対応する画素セルＣａ と、第ｂ番目のゲート線に対応する画素セルＣｂ

へ入射するバックライトの光を略同時に点灯し消灯する液晶表示装置において、

画素セルＣａ と画素セ
ルＣｂ において略同一の輝度を得る場合、データ線を通して画素セルＣａ に印加される電
圧レベルとは異なる電圧レベルを、画素セルＣｂ にデータ線を通して印加することにより
、画素セルＣａ と画素セルＣｂ において略同一の輝度が得られることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】
上記輝度は、ある画素セルＣｉ に、ある電圧レベルが印加された場合の、バックライト発
光期間ＴＢ Ｌ における画素セルの透過光強度変化Ｉｉ （ｔ）：（ｔは時間）の時間積分値
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周期期間中に２回ゲ
ート線走査を行い、第一回目のゲート線走査においては、非画像信号がデータ線より供給
され、第二回目のゲート線走査においては、画像信号が供給され、第二回目の最後のゲー
ト線走査終了後に、バックライトが点灯するとともに、

異なるゲート線に対応した同一の階調レベルの画素へ異なる電圧レベルを供給することで
、輝度レベルの違いを補正する電圧レベル調整手段を備えており、



である請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の液晶表示装置であって、
第一回目のゲート線走査時には、データ線より所定の電位を有した画像信号とは異なる非
画像信号が供給され、また、第二回目のゲート線走査時には、データ線より画像信号が供
給されるとともに、周期期間Ｔ内に、第一回目の複数のゲート線の走査、第二回目の複数
のゲート線の走査、バックライト点灯及びバックライト消灯を順次行い、第一本目のゲー
ト線から最後のゲート線を走査するのに要する時間をＴｇ 、第一回目の複数のゲート線走
査の最後のゲート線走査終了時から第二回目の複数のゲート線走査において最初にゲート
線が走査されるまでの時間をＴＹ 、第二回目の複数のゲート線走査の最後のゲート線走査
終了時からバックライト点灯までの時間をＴＸ 、バックライト点灯から消灯までの時間を
ＴＢ Ｌ としたとき、
１フレームの期間Ｔｆ は、
Ｔｆ ＝Ｙ１ Ｔ
であり、ただし、
Ｔ＝２Ｔｇ ＋ＴＹ ＋ＴＸ ＋ＴＢ Ｌ

そして、Ｙ１ は１以上の整数であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
前記非画像信号は、黒リセット信号である請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記第ａ番目のゲート線は、第二回目のゲート線走査時の最後に走査されるゲート線であ
る請求項３又は４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
Ｘ１ ＝ＴＢ Ｌ ／Ｔとして、Ｘ１ ＝０．７～０．２である請求項３ないし５に記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
ＴＸ ＝０である請求項３ないし６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
液晶の透過率がＺ％から０％になるまでに要する時間ＴＺ ％ → ０ ％ が、
ＴＺ ％ → ０ ％ ≦Ｔｇ であるとき、
ＴＹ ＝０であり、かつ、
ＴＺ ％ → ０ ％ ＞Ｔｇ であるとき、
ＴＹ ≒ＴＺ ％ → ０ ％ －Ｔｇ

となるようにＴＹ を調節する請求項３ないし７に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置であり、特に液晶表示装置におけるバックライトの点灯及び消灯
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＲＴと液晶ディスプレイにおいて動画像を表示した場合、ＣＲＴでは、その像が明瞭に
見えるのに対し、液晶ディスプレイでは、その動画像がぼけて見える。例えば液晶ディス
プレイで、野球のボールが画面の横から横方向へ移動する像を見た場合、ボールが尾をひ
くように見える現象がそれである。この原因として、液晶の応答速度が遅く、１フレーム
内に完全に応答しきれないことが挙げられていた。
【０００３】
しかし、最近になって、液晶の表示方式そのものが、動画像のぼけに対する原因であるこ
とがわかってきた。これについて以下に詳しく述べる。
【０００４】
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液晶及びＣＲＴのある画素における表示光の時間応答は、それそれ図９、図１０に示すよ
うになる。ＣＲＴの表示光はインパルス的である（図１０参照）のに対して、液晶の表示
光は１フィールド間にホールドされる（図９参照）。
【０００５】
ホールド型の表示において、図１１に示すように、例えば４画素からなる画像が、４（画
素／（１／６０）秒）の速度で右方向に移動する動画像を表示した場合、人間の視線は図
の矢印のように動き、そして、時間積分の効果により、４画素の情報ではなく、４画素の
平均的な明るさのみが知覚されるため、これが動きぼけの原因となり、液晶ディスプレイ
では動きぼけが生じる。
【０００６】
これに対し、インパルス型では、視線の動きは図１２に示すようになり、ホールド型のよ
うに４画素の平均的な明るさのみが知覚されることがなくなるため、動きぼけが起こらず
、ＣＲＴディスプレイでは明瞭な動画像が得られる。
【０００７】
以上のことから、ホールド型か、インパルス型かであることが、動きぼけに対して重要で
あり、液晶の表示においても、表示光のホールド時間を短くし、ＣＲＴのようなインパル
ス型の表示に近づけることにより、動きぼけが改善できることがわかってきた（“液晶学
会：ＬＣＤフォーラム主催‘ＬＣＤがＣＲＴモニター市場に食い込むには’テキストＰ１
～Ｐ６”参照）。
【０００８】
これに対し、Ｋ．Ｓｕｅｏｋａらは、ＩＤＲＣ‘９７Ｄｉｇｅｓｔ　ｐ２０３において、
図１３（ａ）～（ｃ）に液晶の透過率、バックライト強度及び透過光強度の時間経過を示
すように、バックライトを間欠的に点灯させる方法を行い、見かけのホールド時間を短く
し、インパルス型の表示に近づけ、動きぼけの改善を行っている。
【０００９】
更に、特開平１１－１０９９２１号公報では、１フレーム中に、２回ゲート線を走査し、
その内の一回では、黒リセットを書き込み、もう一方のゲート線走査では、画像信号を書
き込むことにより、表示光を、よりインパルス型に近づけ、動きぼけの改善を行っている
。また、この提案において、黒リセット駆動法とバックライト間欠点灯とを組み合わせる
ことにより、画質の更なる向上が期待されると述べている。
【００１０】
ところで、バックライトを間欠的に点灯させる方法としては、図１３に示すように、フィ
ールドシーケンシャルにおいても適用されている（液晶学会：ＬＣＤフォーラム主催‘Ｌ
ＣＤがＣＲＴモニター市場に食い込むには’テキストＰ７～Ｐ１１参照）。この方法では
、全画面にデータ信号を書き込んだ後、液晶の応答が完了する時間を置き、バックライト
を点灯している。
【００１１】
特開平１１－１０９９２１号公報では、黒リセット駆動法とバックライト間欠点灯を組み
合わせることにより、画質のさらなる向上が期待されると述べられているが、どのような
タイミングでバックライトを点灯させるか述べられていない。
【００１２】
例えば、図１５のように、第二回目のゲート線走査において、最後のゲート線に対応する
画素にデータ信号を書き込んだ後、液晶が完全に応答するインターバル時間を置き、バッ
クライトを点灯させる場合を考えてみる。一般のＴＦＴ液晶パネルにおいて、第一本目の
ゲート線に対応する画素と、最後に走査されるゲート線に対応する画素に、同一階調レベ
ルを表示する場合は、同一の電圧を印加するが、この場合も、同一の電圧を印加すれば、
同一の階調レベルが得られることは、図１５の網掛けの部分の面積が等しいことから自明
である。
【００１３】
しかし、液晶の応答時間が遅くなり、最後に走査されるゲート線に対応する画素の液晶が
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、完全に応答し終わる前に、バックライトが点灯した場合、図１６の網掛けの面積が異な
ることから、第一本目のゲート線に対応する画素の階調レベルと、最後に走査されるゲー
ト線に対応する画素の階調レベルが異なってしまうことがわかる。
【００１４】
また、バックライトの点灯期間が短くなるほど、インパルス的な発光パターンになるため
、動画像の動きぼけはより改善できるが、極端に短い場合は、輝度が暗くなってしまう。
このため、バックライトの点灯期間は１フレーム中の７０％から２０％程度が好ましい。
更に、１フレーム中に２回ゲート線を走査するのに要する時間などを考慮すると、第二回
目のゲート線の走査の最後の線に対応する画素に電圧を書き込んでから、バックライト点
灯までの期間ＴＸ はなるべく短いほうがよい。
【００１５】
この場合、液晶の応答時間が速く、最後のゲート線に対応する画素の液晶がＴＸ 内に応答
すれば、全画面に渡り、同一電圧で同一階調レベルが得られるため問題ない。しかし、Ｔ

Ｘ が非常に短くなった場合（例えば、１ｍｓ等）や、ＴＸ が０の場合、この時間内に液晶
が応答するのは不可能であり、この場合、各ゲート線に対応する画素に同一電圧を印加し
たのでは、同一の階調レベルは得られなくなる。図４にＴＸ が０の場合を示した。
【００１６】
ところで、特開平７－３１８８９８号公報では、データ線駆動手段側からの距離によって
、データ電圧を変調し、画面内で均一な明るさを得る方法が示されている。この方法は、
電極抵抗によるデータ電圧の歪みによって生じる、データ線駆動手段に近い場所と、遠い
場所での明るさの不均一を解消するために用いられている。これにより、電極に低抵抗の
部材等を用いることなく、明るさが補正できるという効果を有している。なお、この方法
では、バックライトは常時点灯させている。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明では、以上のことを鑑み、液晶の応答が完全に終了せずにバックライトを点灯した
場合に対し、各ゲートラインに対応する画素において、均一な階調レベルを表示する液晶
表示装置を提供することを目的とする。
【００１８】
なお、特開平７－３１８８９８号公報では、バックライト常時点灯のモードに対し、電極
抵抗によるデータ電圧の歪みに起因する、データ線駆動手段に近い場所と、遠い場所での
明るさの不均一を解消するためデータ電圧を変調しているのに対し、本発明では、バック
ライトが周期期間中に点灯、消灯するようなモードにおける、液晶の応答に起因する輝度
の不均一を解消するものである。また、応答時間が遅い液晶を用いても、全画面で均一な
階調レベルを有する表示が可能になるという効果も有しており、特開平７－３１８８９８
号公報とは本質的に異なるものである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ｎ本のゲート線と、ｍ本のデータ線を有し、前記ゲート線と前記データ線の交
点に対応してマトリクス状に配置された画素セルからなる液晶表示素子を備え、

第ａ番目（ａは１≦ａ
≦ｎなる整数）に走査されるゲート線への選択信号を時間ｔａ に印加し、第ｂ番目（ｂは
ｂ≠ａであって、１≦ｂ≦ｎなる整数）のゲート線への選択信号を時間ｔｂ に印加し、そ
して、第ａ番目のゲート線に対応する画素セルＣａ と、第ｂ番目のゲート線に対応する画
素セルＣｂ へ入射するバックライトの光を略同時に点灯し消灯する液晶表示装置において
、

画素セルＣａ と画素
セルＣｂ において略同一の輝度を得る場合、データ線を通して画素セルＣａ に印加される
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周期期間
中に２回ゲート線走査を行い、第一回目のゲート線走査においては、非画像信号がデータ
線より供給され、第二回目のゲート線走査においては、画像信号が供給され、第二回目の
最後のゲート線走査終了後に、バックライトが点灯するとともに、

異なるゲート線に対応した同一の階調レベルの画素へ異なる電圧レベルを供給すること
で、輝度レベルの違いを補正する電圧レベル調整手段を備えており、



電圧レベルとは異なる電圧レベルを、画素セルＣｂ にデータ線を通して印加することによ
り、画素セルＣａ と画素セルＣｂ において略同一の輝度が得られる液晶表示装置である。
【００２０】
また、本発明は、上記輝度は、ある画素セルＣｉ に、ある電圧レベルが印加された場合の
、バックライト発光期間ＴＢ Ｌ における画素セルの透過光強度変化Ｉｉ （ｔ）：（ｔは時
間）の時間積分値である液晶表示装置である。
【００２１】
そして、本発明は、第一回目のゲート線走査時には、データ線より所定の電位を有した画
像信号とは異なる非画像信号が供給され、また、第二回目のゲート線走査時には、データ
線より画像信号が供給されるとともに、周期期間Ｔ内に、第一回目の複数のゲート線の走
査、第二回目の複数のゲート線の走査、バックライト点灯及びバックライト消灯を順次行
い、第一本目のゲート線から最後のゲート線を走査するのに要する時間をＴｇ 、第一回目
の複数のゲート線走査の最後のゲート線走査終了時から第二回目の複数のゲート線走査に
おいて最初にゲート線が走査されるまでの時間をＴＹ 、第二回目の複数のゲート線走査の
最後のゲート線走査終了時からバックライト点灯までの時間をＴＸ 、バックライト点灯か
ら消灯までの時間をＴＢ Ｌ としたとき、１フレームの期間Ｔｆ は、Ｔｆ ＝Ｙ１ Ｔであり、
ただし、Ｔ＝２Ｔｇ ＋ＴＹ ＋ＴＸ ＋ＴＢ Ｌ 、そして、Ｙ１ は１以上の整数である液晶表示
装置である。
【００２２】
更に、本発明は、前記非画像信号は、黒リセット信号である液晶表示装置である。
【００２３】
また、本発明は、前記第ａ番目のゲート線は、第二回目のゲート線走査時の最後に走査さ
れるゲート線である液晶表示装置である。
【００２４】
そして、本発明は、Ｘ１ ＝ＴＢ Ｌ ／Ｔとして、Ｘ１ ＝０．７～０．２である液晶表示装置
である。
【００２５】
更に、本発明は、ＴＸ ＝０である液晶表示装置である。
【００２６】
また、本発明は、液晶の透過率がＺ％から０％になるまでに要する時間ＴＺ ％ → ｏ ％ が、
ＴＺ ％ → ｏ ％ ≦Ｔｇ であるとき、ＴＹ ＝０であり、かつ、ＴＺ ％ → ｏ ％ ＞Ｔｇ であるとき
、ＴＹ ≒ＴＺ ％ → ｏ ％ －Ｔｇ となるようにＴＹ を調節する液晶表示装置である。
【００２７】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を説明する。
本発明の液晶表示装置の実施例について、図１ないし図８を用いて説明する。図１は、実
施例１ないし４で使用したパネルの構成説明図である。図２は、実施例１ないし４で用い
た液晶パネルの電圧－透過光強度曲線の説明図である。図３は、実施例１ないし４で用い
た液晶パネルの応答時間の説明図である。図４は、実施例２ないし４で用いた液晶パネル
のゲート線走査とバックライト点灯のタイミング及び液晶の透過光強度変化を説明した図
である。図５は、実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対
応する画素にデータ線を通して同一電圧（０Ｖ）を印加した場合の輝度の説明図である。
図６は、実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対応する画
素の輝度が同一となるような、データ線を通して印加される電圧の説明図である。図７は
、実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対応する画素の輝
度が同一となるように、データ線を通して印加される電圧を図６に基づいて調整した場合
の輝度レベルの説明図である。図８は、実施例３における各ゲート線に対応する画素にデ
ータ線を通して３．３Ｖを印加した場合の輝度レベルの説明図である。
【００２８】
本発明の液晶表示装置について説明する。図１のように、液晶パネルにゲート線駆動回路
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及びデータ線駆動回路が接続されている。この液晶パネルは、２４０本のゲート線と、３
２０本のデータ線を有し、前記ゲート線と前記データ線の交点に対応して、マトリクス状
に配置された画素セルからなっており、各画素セルには１つの薄膜トランジスタが形成さ
れている。本実施例では各画素に１つの薄膜トランジスタのみが形成されているが、複数
個形成されていてもよい。
この液晶パネルを構成する上下基板には、ラビング方向が反平行になるように、ラビング
が施されており、また、液晶はネマチック液晶であるＥ８（メルク社製）が注入されてい
る。そして偏光軸が直交した２枚の偏光板の間にラビング方向が、偏光軸から４５度の角
度をなすように設置されている。
また偏光板の後ろにはバックライトが設置されており、駆動とのタイミングを計り、フラ
ッシュ点灯するようになっている。
この液晶表示装置において、第ａ番目（ａは１≦ａ≦ｎなる整数）に走査されるゲート線
への選択信号を時間ｔａ に印加し、第ｂ番目（ｂはｂ≠ａであって、１≦ｂ≦ｎなる整数
）のゲート線への選択信号を時間ｔｂ に印加し、そして、第ａ番目のゲート線に対応する
画素セルＣａ と、第ｂ番目のゲート線に対応する画素セルＣｂ へ入射するバックライトの
光を略同時に点灯し消灯する。
【００２９】
このパネルに電圧を印加した時の透過光強度を、図２に示す。また、このパネルの液晶の
応答時間を図３に示す。
【００３０】
実施例１を説明する。本実施例の液晶表示装置は、画素セルＣａ と画素セルＣｂ にデータ
線を通して印加される電圧レベルを、画素セルＣａ と画素セルＣｂ において略同一の輝度
を得るよう調整する電圧レベル調整手段を備えている。また、本実施例で用いる液晶パネ
ルでは、１１Ｖ印加した場合に黒表示となり、０Ｖ印加において最明状態となる。
【００３１】
このパネルにおいて、１フレーム前の表示状態がある階調レベル（例えば図３の黒０％状
態）である２つの画素セルＣａ 、Ｃｂ が、各々異なる第ａ番目のゲート線と第ｂ番目のゲ
ート線に接続されていて、２つの画素セルＣａ 、Ｃｂ に対応するバックライトが同時に点
灯する場合、第ａ番目のゲート線が選択状態となった時間Ｔａ と第ｂ番目のゲート線が選
択状態となった時間Ｔｂ との差（Ｔａ －Ｔｂ ）が図３の液晶応答時間の１割より以上大き
く、第ｂ番目のゲート線が選択状態となった時間Ｔｂ から２つの画素に対応するバックラ
イトが同時に点灯し始めた時間Ｔｃ 迄の差（Ｔｃ －Ｔｂ ）が図３の液晶応答時間より小さ
い場合、同一の電圧レベルを印加した画素セルＣａ 、Ｃｂ において同一の輝度を得ること
はできない。なお、ここで、輝度は、ある画素セルＣｉ に、ある電圧レベルが印加された
場合の、バックライト発光期間ＴＢ Ｌ における画素セルの透過光強度変化Ｉｉ （ｔ）：（
ｔは時間）の時間積分値である。
【００３２】
そこで、本実施例の液晶表示装置は、電圧レベル調整手段を備えており、この異なるゲー
ト線に対応した同一の階調レベルの画素へ異なる電圧レベルを供給することで、上記輝度
レベルの違いを補正できる。
【００３３】
実施例２を説明する。本発明の第二の実施例であり、１フレーム内に２回全ゲート線を走
査し、第一回目のゲート走査において、液晶パネルに黒リセット、すなわち１１Ｖをデー
タ線を通して、全ゲート線に対応する画素に印加し、第二回目において最明状態となる０
Ｖをデータ線を通して全ゲート線に対応する画素に印加する。そして、本実施例の液晶表
示装置は、ＴＺ ％ → ０ ％ ＞Ｔｇ の場合には、ＴＹ ≒ＴＺ ％ → ０ ％ －Ｔｇ となるようにＴＹ

を調節する走査間隔調整手段を備えている。また、周期期間Ｔ内に、第一回目の複数のゲ
ート線の走査、第二回目の複数のゲート線の走査、バックライト点灯及びバックライト消
灯を順次行い、第一本目のゲート線から最後のゲート線を走査するのに要する時間をＴｇ

、第一回目の複数のゲート線走査の最後のゲート線走査終了時から第二回目の複数のゲー
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ト線走査において最初にゲート線が走査されるまでの時間をＴＹ 、第二回目の複数のゲー
ト線走査の最後のゲート線走査終了時からバックライト点灯までの時間をＴＸ 、バックラ
イト点灯から消灯までの時間をＴＢ Ｌ としたとき、
１フレームの期間Ｔｆ は、
Ｔｆ ＝Ｙ１ Ｔ
であり、ただし、
Ｔ＝２Ｔｇ ＋ＴＹ ＋ＴＸ ＋ＴＢ Ｌ

そして、Ｙ１ は１以上の整数である。また、Ｘ１ ＝ＴＢ Ｌ ／Ｔとして、Ｘ１ ＝０．７～０
．２とするのが好ましい。また本実施例ではＹ１ ＝１としている。
【００３４】
そして、ゲートを走査する時間や、バックライトを点灯するタイミング、液晶の応答する
時間等は、図４に示すようになっており、第二回目のゲート線走査において、最終のゲー
ト線が走査されてから、バックライトが点灯するまでの時間ＴＸ は０としている。
【００３５】
また、第一回目の複数のゲート線走査の最後のゲート線走査終了時から第二回目の複数の
ゲート線走査において最初にゲート線が走査されるまでの時間ＴＹ を０としている。本実
施例で用いる液晶パネルでは、図３に示すように、ある階調レベル（液晶の透過率Ｚ％）
から、黒状態（同０％）になるまでの時間ＴＺ ％ → ０ ％ は、どれも複数のゲート線が総て
走査される時間Ｔｇ （＝３ｍｓ）より小さくなっているため、問題は生じない。そして、
ＴＺ ％ → ０ ％ ＞Ｔｇ の場合には
ＴＹ ≒ＴＺ ％ → ０ ％ －Ｔｇ

となるようにＴｙを調節することができる。
【００３６】
次に、図４に示すようなタイミングチャートの場合の、各ゲート線に対応する画素の１フ
レームにおける輝度を図５に示す。この図から、同一の電圧レベル（０Ｖ）をデータ線を
通して印加した場合、全画面に渡って、同一の階調レベルが得られないことがわかる。
【００３７】
そこで図５の点線の輝度レベル、すなわち最後に走査されるゲート線に対応する画素の輝
度レベルに合わせるため、第一回目のゲート走査において、液晶パネルに黒リセット、す
なわち１１Ｖを全ゲート線に対応する画素に、データ線を通して印加し、第二回目のゲー
ト線走査において、データ線を通して印加される電圧を、各ゲート線に対応する画素ごと
に、図６のように変化させた。その結果、得られた輝度は図７のように、全画面において
、一定の輝度レベルとなった。また、この輝度レベルが、このパネルの最大の階調レベル
となる。
【００３８】
このように、第二回目のゲート線走査において、最後に走査されるゲート線に対応する画
素に、データ線を通して、ある電圧Ｖを印加したときの輝度レベルを基準とし、他の各ゲ
ート線に対応する画素に、データ線を通して印加される電圧レベルＶ’をある値に設定す
ることにより、同一の輝度レベルが得られるようになる。
【００３９】
実施例２では、第二回目のゲート線走査において、最終のゲート線が走査されてから、バ
ックライトが点灯するまでの時間ＴＸ が０の場合のみを示している。しかし、各ゲート線
に対応する画素にデータ線を通して同一電圧を印加した時、輝度が異なる場合に、本実施
例のような方法が有効であり、ＴＸ が０以外の場合でも本実施例のような方法が適用され
るのは言うまでもない。
【００４０】
実施例３を説明する。本実施例においては、実施例２における第一回目のゲート走査にお
いて、液晶パネルに黒リセット、すなわち１１Ｖを全ゲート線に対応する画素に印加し、
第二回目のゲート線走査において、第１１図における１０％輝度となる３．３Ｖを全ゲー
ト線に対応する画素にデータ線を通して印加した。この時の、各ゲート線に対応する画素

10

20

30

40

50

(7) JP 3565757 B2 2004.9.15



の１フレーム期間の輝度は、図８のようになった。
【００４１】
今、図５の点線のレベルを最大輝度として、２５６階調をこのパネルで得ようとした場合
、図８に示す第一本目の画素の輝度と最後に走査された画素の輝度との差は、階調誤差範
囲内になることがわかった。このことから、ある階調レベルにおいては、全画面一定の電
圧を印加しても、全画面で一定の階調レベルが得られることがわかる。
【００４２】
実施例４を説明する。バックライトの点灯時間を１フレーム（１６．６ｍｓ）の８０％か
ら１０％まで変化させた。このとき点灯期間が８０％程度では、動きぼけに関する顕著な
改善はみられなかったが、点灯期間が７０％になると、徐々に動きぼけに関する改善が認
知できるようになってきた。更に点灯期間を短くすると、動きぼけはほとんど認知出来な
い程度になったが、点灯期間が２０％以下になると、画面全体の輝度が低下し、暗い画面
になってしまった。この場合、バックライトの光量を上げればよいが、消費電力を考えた
場合、適切ではない。このため、バックライトの点灯期間は７０％～２０％がよいことが
わかった。
【００４３】
以上各実施例で説明したように、周期期間中に２回ゲート線走査を行い、第一回目のゲー
ト線走査においては、非画像信号がデータ線より供給され、第二回目のゲート線走査にお
いては、画像信号が供給され、第二回目の最後のゲート線走査終了後に、バックライトが
点灯する系において、液晶の応答が完了する前にバックライトを点灯した場合、第二回目
のゲート線走査時において、あるゲート線に対応する画素と、あるゲート線に対応する画
素に、データ線を通して異なる電圧を印加することにより、同一の輝度レベルが得られる
ことがわかった。これにより、液晶の応答時間が長い場合も、この系が使用できるように
なり、さらに、第二回目の最後のゲート線走査終了時からバックライト点灯期間も、短縮
できるようになった。
【００４４】
【発明の効果】
本発明によれば、液晶の応答が完全に終了せずにバックライトを点灯した場合に対し、各
ゲートラインに対応する画素において、均一な階調レベルを表示する液晶表示装置を得る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１ないし４で使用した液晶表示装置の構成説明図。
【図２】実施例１ないし４で用いた液晶パネルの電圧－透過光強度曲線の説明図。
【図３】実施例１ないし４で用いた液晶パネルの応答時間の説明図。
【図４】実施例２ないし４で用いた液晶パネルのゲート線走査とバックライト点灯のタイ
ミング及び液晶の透過光強度変化を説明した図。
【図５】実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対応する画
素にデータ線を通して同一電圧（０Ｖ）を印加した場合の輝度の説明図。
【図６】実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対応する画
素の輝度が同一となるような、データ線を通して印加される電圧の説明図。
【図７】実施例２における第二回目のゲート線走査時において、各ゲート線に対応する画
素の輝度が同一となるように、データ線を通して印加される電圧を図６に基づいて調整し
た場合の輝度レベルの説明図。
【図８】実施例３における各ゲート線に対応する画素に、データ線を通して３．３Ｖを印
加した場合の輝度レベルの説明図。
【図９】ホールド型の表示光パターンの説明図。
【図１０】インパルス型の表示光パターンの説明図。
【図１１】ホールド型の動きぼけの原理の説明図。
【図１２】インパルス型において動きぼけが発生しない原理の説明図。
【図１３】バックライト点灯方式の説明図。
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【図１４】フィールドシーケンシヤルのタイムチャートの説明図。
【図１５】液晶が完全応答後にバックライトを点灯した場合のタイムチャートの説明図。
【図１６】液晶の応答が完全終了前にバックライト点灯のタイムチャートの説明図。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】
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